
(57)【要約】

【解決手段】本発明は、おおむね径方向を向く壁部（３

６）と、可変容量チャンバ（３８）を形成するために、

ピストン（５０）がシール状態で滑り移動するように取

り付けられた中央のスリーブ（５２）と、ピストン（５

０）をスリーブ（５２）に回転連結させる連結部材（９

２）とを備え、連結部材（９２）は、壁部（３６）とピ

ストン（５０）との間に軸方向に設けられ、弾性変形可

能な舌片（９０）によりピストン（５０）に連結され、

壁部（３６）の環状面（９８）と対向して軸方向に固定

されるように、径方向内周側へ延びる中央部（９６）を

備えている、自動車等の流体連結装置に関する。本発明

では、連結部材（９２）の前記中央部（９６）に、径方

向にセンタリングして、スリーブ（５２）が軸方向に取

り付けられている。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
駆 動 シ ャ フ ト に 回 転 的 に 連 結 さ れ る よ う に 、 お お む ね 径 方 向 を 向 く 壁 部 （ ３ ６ ） と 、 中 央
の ス リ ー ブ （ ５ ２ ） と 、 ス リ ー ブ （ ５ ２ ） の 円 筒 面 （ ５ ８ ） に 沿 っ て 、 シ ー ル 状 態 で 滑 り
移 動 す る よ う に 取 り 付 け ら れ 、 ピ ス ト ン （ ５ ０ ） と 壁 部 （ ３ ６ ） の 後 面 と の 間 で 挾 持 さ れ
た 少 な く と も １ つ の 環 状 リ ン グ （ ４ ０ ） に よ り 、 径 方 向 外 周 側 が 区 切 ら れ た 可 変 容 量 チ ャ
ン バ （ ３ ８ ） を ス リ ー ブ （ ５ ２ ） 及 び 壁 部 （ ３ ６ ） と と も に 形 成 す る ピ ス ト ン （ ５ ０ ） と
、 壁 部 （ ３ ６ ） と ピ ス ト ン （ ５ ０ ） と の 間 で 軸 方 向 に 設 け ら れ た ス リ ー ブ （ ５ ２ ） に ピ ス
ト ン （ ５ ０ ） を 回 転 的 に 連 結 し 、 か つ 、 壁 部 （ ３ ６ ） の 環 状 面 （ ９ ８ ） と 直 接 的 ま た は 間
接 的 に 軸 方 向 に 固 定 さ れ る よ う に 、 径 方 向 の 内 方 に 延 び る 中 央 部 （ ９ ６ ） を 有 す る 連 結 部
材 （ ９ ２ ） と を 備 え て い る 、 自 動 車 等 の 流 体 連 結 装 置 に お い て 、
ス リ ー ブ （ ５ ２ ） を 径 方 向 に セ ン タ リ ン グ す る よ う に 、 連 結 部 材 （ ９ ２ ） の 前 記 中 央 部 （
９ ６ ） に 、 ス リ ー ブ （ ５ ２ ） を 軸 方 向 に 取 り 付 け た こ と を 特 徴 と す る 流 体 連 結 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
連 結 部 材 （ ９ ２ ） の 中 央 部 （ ９ ６ ） を 、 ス リ ー ブ の 径 方 向 を 向 く 環 状 の 前 面 （ ６ ２ ） と 壁
部 （ ３ ６ ） の 前 記 環 状 面 （ ９ ８ ） と の 間 に 、 軸 方 向 に 挿 入 し た こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項
１ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
連 結 部 材 （ ９ ２ ） の 中 央 部 （ ９ ６ ） を 、 ス リ ー ブ （ ５ ２ ） の 前 記 前 面 （ ６ ２ ） に 溶 接 ま た
は 接 着 し た こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
連 結 部 材 （ ９ ２ ） の 中 央 部 （ ９ ６ ） を 、 ス リ ー ブ （ ５ ２ ） の 前 記 前 面 （ ６ ２ ） に シ ー ミ ン
グ し た こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
連 結 部 材 （ ９ ２ ） の 中 央 部 （ ９ ６ ） を 、 軸 方 向 に 弾 性 係 合 さ せ て 、 ス リ ー ブ （ ５ ２ ） の 前
記 前 面 （ ６ ２ ） に 固 定 し た こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
ス リ ー ブ に 、 連 結 部 材 （ ９ ２ ） の 中 央 部 （ ９ ６ ） を セ ン タ リ ン グ す る た め の 環 状 凹 溝 面 を
設 け た こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ４ ま た は ５ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
連 結 部 材 （ ９ ２ ） の 中 央 部 （ ９ ６ ） は 、 可 変 容 量 チ ャ ン バ （ ３ ８ ） へ 油 を 供 給 す る た め の
調 節 孔 を 設 け る た め に 、 ス リ ー ブ （ ５ ２ ） を 越 え て 、 径 方 向 内 周 側 へ 延 び て い る こ と を 特
徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
連 結 部 材 （ ９ ２ ） の 中 央 部 （ ９ ６ ） を 、 ス リ ー ブ （ ５ ２ ） と 一 体 と し た こ と を 特 徴 と す る
、 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
連 結 部 材 （ ９ ２ ） の 中 央 部 （ ９ ６ ） は 、 軸 方 向 に 延 び る 少 な く と も １ つ の 第 １ の 軸 方 向 部
（ ５ ２ ａ ） に よ り 後 方 へ 向 か っ て 延 び 、 か つ 円 筒 面 （ ５ ８ ） は 、 ピ ス ト ン （ ５ ０ ） の 滑 り
移 動 の た め の 面 を 構 成 し て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ ８ の い ず れ か に 記 載 の 装 置
。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 軸 方 向 部 （ ５ ２ ａ ） を 、 径 方 向 内 周 側 へ 延 び る 環 状 の 径 方 向 部 （ ５ ２ ｂ ） に 連 設 し 、
か つ 径 方 向 部 （ ５ ２ ｂ ） を 、 壁 部 （ ３ ６ ） の 環 状 面 （ ９ ８ ） へ 向 か っ て 前 方 へ 延 び る 環 状
の 第 ２ の 軸 方 向 部 （ ５ ２ ｃ ） と 連 設 し た こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ ９ の い ず れ か に 記
載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
前 記 軸 方 向 部 （ ５ ２ ｃ ） の 前 方 自 由 端 は 、 壁 部 （ ３ ６ ） の 環 状 面 （ ９ ８ ） と 軸 方 向 に 係 合
し て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ １ ０ の い ず れ か に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
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前 記 軸 方 向 部 （ ５ ２ ｃ ） の 前 方 自 由 端 を 、 壁 部 （ ３ ６ ） の 環 状 面 （ ９ ８ ） に 溶 接 ま た は 接
着 し た こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ １ １ の い ず れ か に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
連 結 部 材 （ ９ ２ ） の 中 央 部 （ ９ ６ ） は 、 後 方 へ 延 び る ス リ ー ブ （ ５ ２ ） に よ り 径 方 向 内 周
側 へ 延 び 、 か つ ハ ブ （ ３ ０ ） を な す 環 状 の 前 方 部 （ ３ １ ） を 、 ス リ ー ブ （ ５ ２ ） の 円 筒 面
（ ５ ８ ） と 、 前 記 前 方 部 （ ３ １ ） の 環 状 凹 溝 面 を 滑 り 移 動 す る よ う に 取 り 付 け ら れ た ピ ス
ト ン （ ５ ０ ） の 内 周 縁 （ ５ ４ ） と の 間 に 挿 入 し た こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ８ に 記 載 の 装
置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
連 結 部 材 （ ９ ２ ） の 中 央 部 （ ９ ６ ） を 、 壁 部 （ ３ ６ ） の 前 記 環 状 面 （ ９ ８ ） に 溶 接 ま た は
接 着 し た こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ １ ３ の い ず れ か に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
お お む ね 径 方 向 を 向 く 可 変 容 量 チ ャ ン バ （ ３ ８ ） へ の 流 体 供 給 路 を 、 連 結 部 材 （ ９ ２ ） の
中 央 部 （ ９ ６ ） と 壁 部 （ ３ ６ ） の 前 記 環 状 面 （ ９ ８ ） と の 間 、 ま た は ス リ ー ブ （ ５ ２ ） の
前 面 （ ６ ２ ） と 連 結 部 材 （ ９ ２ ） の 中 央 部 （ ９ ６ ） と の 間 に 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 、
請 求 項 １ ～ １ ４ の い ず れ か に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
前 記 流 体 供 給 路 を 、 壁 部 （ ３ ６ ） 、 連 結 部 材 （ ９ ２ ） の 中 央 部 （ ９ ６ ） 、 ま た は ス リ ー ブ
（ ５ ２ ） に 形 成 さ れ た ボ ス 、 ス ロ ッ ト 、 ま た は 孔 と し た こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ １
５ の い ず れ か に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ７ 】
連 結 部 材 （ ９ ２ ） の 中 央 部 （ ９ ６ ） を 、 弾 性 変 形 可 能 な 舌 片 （ ９ ０ ） に よ り 、 ピ ス ト ン （
５ ０ ） に 連 結 し た こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ １ ６ の い ず れ か に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ８ 】
弾 性 変 形 可 能 な 舌 片 （ ９ ０ ） を 、 連 結 部 材 （ ９ ２ ） の ラ グ （ ９ ４ ） と 一 体 と し た こ と を 特
徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ １ ７ の い ず れ か に 記 載 の 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 例 え ば 国 際 公 開 第 ９ ４ － ０ ７ ０ ５ ８ 号 公 報 に 記 載 さ れ て い る よ う な 自 動 車 用 の
流 体 連 結 装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
国 際 公 開 第 ９ ４ － ０ ７ ０ ５ ８ 号 公 報 に 記 載 さ れ て い る 流 体 連 結 装 置 は 、 駆 動 シ ャ フ ト と 一
体 回 転 し う る よ う に 連 結 さ れ 、 中 央 に 固 定 さ れ た 案 内 ス リ ー ブ を 有 す る 、 お お む ね 径 方 向
を 向 く 壁 部 と 、 ス リ ー ブ の 円 筒 面 に 沿 っ て 、 密 着 し て 滑 り 移 動 す る よ う に な っ て い る ピ ス
ト ン と を 備 え て い る 。 ピ ス ト ン は 、 ス リ ー ブ 及 び 壁 部 と と も に 、 可 変 容 量 制 御 チ ャ ン バ を
構 成 し て い る 。 可 変 容 量 制 御 チ ャ ン バ の 径 方 向 外 周 側 は 、 環 状 リ ン グ と ２ つ の 摩 擦 デ ィ ス
ク と に よ り 区 切 ら れ て い る 。 一 方 の 摩 擦 デ ィ ス ク は 、 ピ ス ト ン と 環 状 リ ン グ と の 間 に 、 他
方 の 摩 擦 デ ィ ス ク は 、 環 状 リ ン グ と 壁 部 の 後 方 面 と の 間 に 、 そ れ ぞ れ 軸 方 向 に 挾 持 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
フ ラ ン ス 国 特 許 第 ７ ０ ２ ２ ６ ２ 号 公 報 に は 、 ス リ ー ブ に よ り ピ ス ト ン を 回 転 連 結 さ せ る 環
状 デ ィ ス ク が 記 載 さ れ て い る 。 環 状 デ ィ ス ク は 、 ス リ ー ブ に 対 し て 、 軸 方 向 に 回 転 的 に 連
結 さ れ 、 か つ 、 弾 性 変 形 可 能 な 舌 片 に よ り ピ ス ト ン に 連 結 さ れ て お り 、 ま た 、 径 方 向 を 向
く ス リ ー ブ の 環 状 面 と 軸 方 向 に 対 向 す る よ う に 、 径 方 向 内 周 側 へ 延 び て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
上 述 し た 公 報 に 記 載 さ れ て い る も の で は 、 中 央 ス リ ー ブ は 、 駆 動 デ ィ ス ク の 円 筒 の 内 周 端
と 、 ス リ ー ブ の 円 筒 面 の 軸 端 部 と に 形 成 さ れ た 一 連 の 相 補 的 な 歯 ま た は ス プ ラ イ ン に よ り
、 駆 動 デ ィ ス ク ま た は 連 結 デ ィ ス ク に 固 定 さ れ 、 ま た 、 ス リ ー ブ の 環 状 面 に ス プ ラ イ ン 駆
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動 デ ィ ス ク を 軸 方 向 に 固 定 す る よ う に 、 シ ー ミ ン グ さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
上 述 し た 装 置 の 欠 点 は 、 駆 動 デ ィ ス ク 及 び 中 央 ス リ ー ブ が か な り 複 雑 な 形 状 と な り 、 か つ
機 械 加 工 し な け れ ば な ら な い こ と で あ る 。 ま た 、 部 材 を 偶 発 的 に 変 形 さ せ な い よ う に す る
と と も に 、 機 械 加 工 し た り 変 形 さ せ た り し て シ ー ミ ン グ で き る よ う に 、 鋼 製 の 中 央 ス リ ー
ブ を 用 い る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
上 述 し た 欠 点 を 解 消 す る た め に 、 フ ラ ン ス 国 特 許 第 ７ ４ ９ ６ ３ ２ 号 公 報 で は 、 ス リ ー ブ の
形 状 を 簡 略 化 す る こ と が 提 案 さ れ て い る 。 こ の 場 合 、 連 結 デ ィ ス ク は 、 径 方 向 内 周 側 に 延
び 、 ス リ ー ブ に 溶 接 さ れ 、 か つ 、 ピ ス ト ン と タ ー ビ ン 翼 車 と の 間 に 軸 方 向 に 挿 入 さ れ た 中
央 部 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
こ の よ う な 形 状 と す る こ と に よ り 、 連 結 デ ィ ス ク と ス リ ー ブ と を 互 い に 連 結 す る 手 段 が 簡
略 化 さ れ る 。 し か し な が ら 、 溶 接 作 業 用 の 中 央 孔 を 壁 部 に 形 成 す る た め に 、 ス リ ー ブ を セ
ン タ リ ン グ し て 固 定 す る 必 要 が あ る が 、 こ の 点 に 関 し て は 解 決 さ れ て い な い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
従 っ て 、 カ バ ー プ レ ー ト の 径 方 向 を 向 く 壁 部 の 形 状 、 及 び 流 体 連 結 装 置 の シ ー ル 構 造 が 複
雑 と な る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
ま た 、 フ ラ ン ス 国 特 許 第 ７ ６ ６ ８ ９ ４ 号 公 報 で は 、 連 結 デ ィ ス ク を 、 ピ ス ト ン と カ バ ー プ
レ ー ト の 径 方 向 を 向 く 壁 部 と の 間 に 設 け る こ と が 提 案 さ れ て い る 。 こ の 場 合 、 連 結 デ ィ ス
ク は 、 径 方 向 内 周 側 に 延 び 、 ス リ ー ブ の 対 向 部 と 、 カ バ ー プ レ ー ト の 内 面 の 対 向 部 と の 間
に 軸 方 向 に 挿 入 さ れ た 中 央 部 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
上 記 公 報 に お け る 種 々 の 実 施 例 で は 、 フ ラ ン ス 国 特 許 第 ７ ４ ９ ６ ３ ２ 号 公 報 に お け る の と
同 様 に 、 連 結 デ ィ ス ク の 中 央 部 が 、 壁 部 ま た は ス リ ー ブ に 固 定 さ れ 、 ス リ ー ブ が 、 カ バ ー
プ レ ー ト の 壁 部 に 形 成 さ れ た 中 央 ス リ ー ブ 内 の 孔 を 介 し て 溶 接 さ れ 、 カ バ ー プ レ ー ト に 対
し て セ ン タ リ ン グ し て 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
ま た 、 フ ラ ン ス 国 特 許 第 ６ ３ ４ ８ ４ ９ 号 公 報 で は 、 連 結 デ ィ ス ク を 、 ピ ス ト ン と カ バ ー プ
レ ー ト の 壁 部 と の 間 に 軸 方 向 に 設 け 、 ス プ ラ イ ン 連 結 手 段 に よ り 、 ス リ ー ブ に 軸 方 向 に 回
転 的 に 連 結 さ せ て 、 溶 接 ま た は シ ー ミ ン グ す る こ と が 提 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
上 述 し た 公 報 の も の と 同 様 に 、 ス リ ー ブ は 、 カ バ ー プ レ ー ト の 壁 部 に 形 成 さ れ た 中 央 孔 を
介 し て 、 セ ン タ リ ン グ さ れ て 軸 方 向 に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
本 発 明 の 目 的 は 、 簡 単 な 構 造 で 、 ス リ ー ブ を セ ン タ リ ン グ し て 固 定 す る た め の 中 央 孔 が 設
け ら れ て い な い 壁 部 を 有 す る カ バ ー プ レ ー ト を 使 用 し う る よ う に し た 、 連 結 デ ィ ス ク を 備
え る 流 体 連 結 装 置 を 提 案 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
そ の た め 、 本 発 明 は 、 駆 動 シ ャ フ ト に 回 転 的 に 連 結 さ れ る よ う に 、 お お む ね 径 方 向 を 向 く
壁 部 と 、 中 央 の ス リ ー ブ と 、 ス リ ー ブ の 円 筒 面 に 沿 っ て 、 シ ー ル 状 態 で 滑 り 移 動 す る よ う
に 取 り 付 け ら れ 、 ピ ス ト ン と 壁 部 の 後 面 と の 間 で 挾 持 さ れ た 少 な く と も １ つ の 環 状 リ ン グ
に よ り 、 径 方 向 外 周 側 が 区 切 ら れ た 可 変 容 量 チ ャ ン バ を ス リ ー ブ 及 び 壁 部 と と も に 形 成 す
る ピ ス ト ン と 、 壁 部 と ピ ス ト ン と の 間 で 軸 方 向 に 設 け ら れ た ス リ ー ブ に ピ ス ト ン を 回 転 的
に 連 結 し 、 か つ 、 壁 部 の 環 状 面 と 直 接 的 ま た は 間 接 的 に 軸 方 向 に 固 定 さ れ る よ う に 、 径 方
向 の 内 方 に 延 び る 中 央 部 を 有 す る 連 結 部 材 と を 備 え て い る 、 自 動 車 等 の 流 体 連 結 装 置 に お
い て 、 ス リ ー ブ を 径 方 向 に セ ン タ リ ン グ す る よ う に 、 連 結 部 材 の 前 記 中 央 部 に 、 ス リ ー ブ
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を 軸 方 向 に 取 り 付 け る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 流 体 連 結 装 置 を 提 案 し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
本 発 明 の 他 の 特 徴 は 次 の 通 り で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
－ 連 結 部 材 の 中 央 部 を 、 ス リ ー ブ の 径 方 向 を 向 く 環 状 の 前 面 と 、 壁 部 の 前 記 環 状 面 と の 間
に 軸 方 向 に 挿 入 す る 。
－ 連 結 部 材 の 中 央 部 を 、 ス リ ー ブ の 前 記 前 面 に 溶 接 ま た は 接 着 す る 。
－ 連 結 部 材 の 中 央 部 を 、 ス リ ー ブ の 前 記 前 面 に シ ー ミ ン グ す る 。
－ 連 結 部 材 の 中 央 部 を 、 軸 方 向 に 弾 性 係 合 さ せ て 、 ス リ ー ブ の 前 記 前 面 に 固 定 す る 。
－ ス リ ー ブ に 、 連 結 部 材 の 中 央 部 を セ ン タ リ ン グ す る た め の 環 状 凹 溝 面 を 設 け る 。
－ 連 結 部 材 の 中 央 部 は 、 可 変 容 量 チ ャ ン バ へ 油 を 供 給 す る た め の 調 節 孔 を 設 け る た め に 、
ス リ ー ブ を 越 え て 径 方 向 の 内 方 へ 延 び て い る 。
－ 連 結 部 材 の 中 央 部 を 、 ス リ ー ブ と 一 体 と す る 。
－ 連 結 デ ィ ス ク の 中 央 部 は 、 軸 方 向 に 延 び る 少 な く と も １ つ の 第 １ の 軸 方 向 部 に よ り 後 方
へ 向 か っ て 延 び 、 円 筒 面 は 、 ピ ス ト ン の 滑 り 移 動 の た め の 面 を 構 成 し て い る 。
－ 前 記 第 １ の 軸 方 向 部 を 、 径 方 向 内 周 側 へ 延 び る 環 状 の 径 方 向 部 に 連 設 し 、 径 方 向 部 を 、
壁 部 の 環 状 面 へ 向 か っ て 前 方 に 延 び る 環 状 の 第 ２ の 軸 方 向 部 と 連 設 す る 。
－ 前 記 第 ２ の 軸 方 向 部 の 前 方 自 由 端 は 、 壁 部 の 前 記 環 状 面 と 軸 方 向 に 係 合 し て い る 。
－ 前 記 第 ２ の 軸 方 向 部 の 前 方 自 由 端 を 、 壁 部 の 環 状 面 に 溶 接 す る 。
－ 連 結 部 材 の 中 央 部 は 、 後 方 へ 延 び る ス リ ー ブ に よ り 径 方 向 内 周 側 へ 延 び 、 ハ ブ を な す 環
状 の 前 方 部 を 、 ス リ ー ブ の 円 筒 面 と 、 前 記 前 方 部 の 環 状 凹 溝 面 を 滑 り 移 動 す る よ う に 取 り
付 け ら れ た ピ ス ト ン の 内 周 縁 と の 間 に 挿 入 す る 。
－ 連 結 部 材 の 中 央 部 を 、 壁 部 の 前 記 環 状 面 に 溶 接 ま た は 接 着 す る 。
－ お お む ね 径 方 向 を 向 く 可 変 容 量 チ ャ ン バ へ の 流 体 供 給 路 を 、 連 結 部 材 の 中 央 部 と 壁 部 の
前 記 環 状 面 と の 間 、 ま た は ス リ ー ブ の 前 面 と 連 結 部 材 の 中 央 部 と の 間 に 形 成 す る 。
－ 前 記 流 体 供 給 路 を 、 壁 部 、 連 結 部 材 の 中 央 部 、 ま た は ス リ ー ブ に 形 成 さ れ た ボ ス 、 ス ロ
ッ ト 、 ま た は 孔 と す る 。
－ 連 結 部 材 の 中 央 部 を 、 弾 性 変 形 可 能 な 舌 片 に よ り 、 ピ ス ト ン に 連 結 す る 。
－ 弾 性 変 形 可 能 な 舌 片 を 、 連 結 部 材 の ラ グ と 一 体 と す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
図 面 を 参 照 し て 、 次 に 行 う 詳 細 な 説 明 に よ り 、 本 発 明 の 他 の 特 徴 及 び 利 点 を よ く 理 解 し う
る と 思 う 。
【 ０ ０ １ ８ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
各 図 に お い て 、 同 一 ま た は 類 似 す る 部 材 に は 、 同 一 符 号 を 付 し て あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
詳 細 な 説 明 及 び 特 許 請 求 の 範 囲 の 理 解 を 容 易 と す る た め に 、 非 限 定 的 な 実 施 例 を 示 す 図 面
の 左 側 を 後 方 と し 、 右 側 を 前 方 と す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
従 来 公 知 の よ う に 、 流 体 連 結 装 置 は 、 油 が 充 填 さ れ て 密 閉 さ れ た ハ ウ ジ ン グ （ １ ０ ） 内 に
、 ト ル ク コ ン バ ー タ （ １ ２ ） と ロ ッ ク ア ッ プ ク ラ ッ チ （ １ ４ ） と を 設 け て 構 成 さ れ て い る
。
【 ０ ０ ２ １ 】
ト ル ク コ ン バ ー タ （ １ ２ ） は 、 タ ー ビ ン 翼 車 （ １ ６ ） 、 イ ン ペ ラ ー （ １ ８ ） 及 び 反 動 ス テ
ー タ ー （ ２ ０ ） を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
イ ン ペ ラ ー （ １ ８ ） は 、 第 １ の ハ ー フ シ ェ ル （ ２ ４ ） と 一 体 を な す ブ レ ー ド （ ２ ２ ） を 有
し て い る 。 ハ ー フ シ ェ ル （ ２ ４ ） は 、 駆 動 シ ャ フ ト に 回 転 的 に 連 結 さ れ る 駆 動 シ ェ ル （ ２
６ ） に 密 着 し て 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
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ま た 、 タ ー ビ ン 翼 車 （ １ ６ ） は 、 イ ン ペ ラ ー （ １ ８ ） の ブ レ ー ド （ ２ ２ ） と 対 向 す る ブ レ
ー ド （ ２ ８ ） を 有 し て お り 、 か つ 、 ハ ブ （ ３ ０ ） に 、 と も に 回 転 し う る よ う に 連 結 さ れ て
い る 。 ハ ブ （ ３ ０ ） は 、 径 方 向 を 向 く 内 周 部 （ ３ ４ ） の 内 周 面 に 形 成 さ れ た ス プ ラ イ ン （
３ ２ ） を 介 し て 、 流 体 連 結 装 置 の 軸 （ Ｘ － Ｘ ） と 同 軸 の 従 動 シ ャ フ ト （ 図 示 し な い ） に 、
と も に 回 転 す る よ う に 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
駆 動 シ ェ ル （ ２ ６ ） は 、 軸 （ Ｘ － Ｘ ） と 直 交 し て 、 お お む ね 径 方 向 を 向 く 壁 部 （ ３ ６ ） か
ら な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
図 １ か ら わ か る よ う に 、 タ ー ビ ン 翼 車 （ １ ６ ） は 、 前 方 に 位 置 す る 壁 部 （ ３ ６ ） と 、 後 方
に 位 置 す る イ ン ペ ラ ー （ １ ８ ） と の 間 に 、 軸 方 向 に 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
ハ ブ （ ３ ０ ） を 有 す る タ ー ビ ン 翼 車 （ １ ６ ） か ら な る ア ッ セ ン ブ リ と 壁 部 （ ３ ６ ） と の 間
に は 、 軸 方 向 の ロ ッ ク ア ッ プ ク ラ ッ チ （ １ ４ ） が 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
後 方 に あ る ハ ー フ シ ェ ル （ ２ ４ ） 、 及 び 前 方 に あ る 駆 動 シ ェ ル （ ２ ６ ） に よ り 、 密 閉 さ れ
た ハ ウ ジ ン グ （ １ ０ ） が 構 成 さ れ 、 駆 動 シ ェ ル （ ２ ６ ） は 、 流 体 連 結 装 置 の 入 力 部 を な し
、 タ ー ビ ン 翼 車 （ １ ６ ） の ハ ブ （ ３ ０ ） は 、 出 力 部 を な し て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
こ の 流 体 連 結 装 置 を 自 動 車 に 適 用 す る 場 合 、 駆 動 シ ャ フ ト は 、 車 両 の エ ン ジ ン の ク ラ ン ク
シ ャ フ ト （ 図 示 し な い ） で あ り 、 従 動 シ ャ フ ト は 、 車 両 の ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン の 入 力 シ ャ
フ ト （ 図 示 し な い ） で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
前 記 従 動 シ ャ フ ト は 、 ロ ッ ク ア ッ プ ク ラ ッ チ （ １ ４ ） の 部 材 、 す な わ ち 、 タ ー ビ ン 翼 車 （
１ ６ ） 及 び ハ ブ （ ３ ０ ） か ら な る ア ッ セ ン ブ リ と 、 離 れ た 位 置 で 回 転 的 に 結 合 す る リ ン グ
（ ４ ０ ） に よ り 区 切 ら れ た 可 変 容 量 チ ャ ン バ （ ３ ８ ） 内 に 油 圧 油 を 供 給 す る 流 路 と し て の
中 心 孔 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
車 両 の 始 動 時 に は 、 密 閉 さ れ た ハ ウ ジ ン グ （ １ ０ ） 内 の 油 は 、 タ ー ビ ン 翼 車 （ １ ６ ） の ブ
レ ー ド （ ２ ８ ） と イ ン ペ ラ ー （ １ ８ ） の ブ レ ー ド （ ２ ２ ） と の 間 を 流 れ 、 タ ー ビ ン 翼 車 （
１ ６ ） は イ ン ペ ラ ー （ １ ８ ） に よ り 回 転 駆 動 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
ロ ッ ク ア ッ プ ク ラ ッ チ （ １ ４ ） が 解 除 さ れ る と 、 ト ル ク コ ン バ ー タ （ １ ２ ） は 作 動 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
タ ー ビ ン 翼 車 （ １ ６ ） と イ ン ペ ラ ー （ １ ８ ） と の 間 の 滑 り 作 用 に よ る 動 力 の 損 失 を 防 止 す
る た め に 、 車 両 が 始 動 し た 後 、 タ ー ビ ン 翼 車 （ １ ６ ） は 、 ロ ッ ク ア ッ プ ク ラ ッ チ （ １ ４ ）
に よ り 、 駆 動 シ ェ ル （ ２ ６ ） に 固 定 連 結 さ れ 、 ト ル ク コ ン バ ー タ （ １ ２ ） は 停 止 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
特 に 、 国 際 公 開 第 ９ ４ － ０ ７ ０ ５ ８ 号 公 報 に は 、 上 述 し た 種 類 の 流 体 連 結 装 置 の 公 知 の 構
造 及 び 作 用 が 、 詳 細 に 記 載 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
駆 動 シ ェ ル （ ２ ６ ） は 、 金 属 を プ レ ス 成 形 し て な り 、 そ の 外 周 縁 は 、 軸 方 向 の 後 方 を 向 く
環 状 フ ラ ン ジ （ ４ ２ ） と な っ て い る 。 環 状 フ ラ ン ジ （ ４ ２ ） は 、 後 方 に あ る ハ ー フ シ ェ ル
（ ２ ４ ） の 一 部 で あ る 軸 方 向 を 向 く 環 状 の フ ラ ン ジ （ ４ ４ ） と 径 方 向 に 、 例 え ば 溶 接 シ ー
ム （ ４ ６ ） に よ り シ ー ル さ れ 、 そ れ に よ り 、 ハ ウ ジ ン グ （ １ ０ ） は 密 閉 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
図 １ か ら わ か る よ う に 、 本 発 明 の 第 １ の 態 様 に よ れ ば 、 駆 動 シ ェ ル （ ２ ６ ） の 壁 部 （ ３ ６
） の 中 央 部 は 連 続 面 と な っ て お り 、 機 械 加 工 さ れ た 孔 が 設 け ら れ て い な い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
従 っ て 、 駆 動 シ ェ ル （ ２ ６ ） を 、 プ レ ス 加 工 に よ り 容 易 に 形 成 す る こ と が で き る 。 ま た 、
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例 え ば 、 内 部 の 部 材 を ハ ウ ジ ン グ （ １ ０ ） に リ ベ ッ ト 締 め す る た め の 中 心 孔 や 周 辺 孔 を 有
し て い な い の で 、 駆 動 シ ェ ル （ ２ ６ ） は 、 シ ー ル 状 態 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
図 １ か ら わ か る よ う に 、 壁 部 （ ３ ６ ） の 前 方 に は 、 連 結 板 （ 図 示 し な い ） に よ り 、 公 知 の
よ う に し て 、 車 両 の エ ン ジ ン の ク ラ ン ク シ ャ フ ト に 駆 動 シ ェ ル （ ２ ６ ） を 連 結 す る た め の
連 結 部 （ ４ ８ ） が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
ロ ッ ク ア ッ プ ク ラ ッ チ （ １ ４ ） は 、 中 心 孔 を 有 し 、 径 方 向 を 向 く デ ィ ス ク 状 の ピ ス ト ン （
５ ０ ） を 備 え て い る 。 ピ ス ト ン （ ５ ０ ） は 、 前 後 方 向 へ 軸 線 方 向 に 移 動 し う る よ う に 、 す
な わ ち 、 案 内 ス リ ー ブ で あ る 環 状 の ス リ ー ブ （ ５ ２ ） に 、 所 定 の 範 囲 を 滑 り 移 動 す る よ う
に 取 り 付 け ら れ て い る 。 ピ ス ト ン （ ５ ０ ） の 軸 方 向 の 滑 り 移 動 は 、 シ ー ル リ ン グ （ ５ ６ ）
に よ り 案 内 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
す な わ ち 、 ピ ス ト ン （ ５ ０ ） は 、 軸 方 向 を 向 き 、 か つ 滑 り 移 動 し う る よ う に な っ て い る 内
周 縁 （ ５ ４ ） と 、 ス リ ー ブ （ ５ ２ ） の 外 周 面 に 形 成 さ れ た 環 状 凹 溝 内 に 挿 入 さ れ た シ ー ル
リ ン グ （ ５ ６ ） と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
図 １ か ら 図 １ ６ に 示 す 実 施 例 で は 、 ス リ ー ブ （ ５ ２ ） は 、 極 め て 単 純 な 構 造 と な っ て お り
、 そ の 外 周 面 （ ５ ８ ） 及 び 内 周 面 （ ６ ０ ） に よ り 、 径 方 向 の 寸 法 が 、 ま た 、 径 方 向 を 向 く
２ つ の 環 状 の 端 面 、 す な わ ち 前 面 （ ６ ２ ） 及 び 後 面 （ ６ ４ ） に よ り 、 軸 方 向 の 寸 法 が 定 め
ら れ た 一 体 型 の 円 筒 ス リ ー ブ と な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
タ ー ビ ン 翼 車 （ １ ６ ） は 、 ス リ ー ブ （ ５ ２ ） の 内 周 面 （ ６ ０ ） に 、 ス リ ー ブ 軸 受 （ ６ ６ ）
が 設 け ら れ た ハ ブ （ ３ ０ ） に 、 回 転 可 能 に 案 内 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
ス リ ー ブ （ ５ ２ ） に 連 結 さ れ た ピ ス ト ン （ ５ ０ ） と 壁 部 （ ３ ６ ） と に よ り 、 可 変 容 量 チ ャ
ン バ （ ３ ８ ） が 形 成 さ れ て い る 。 可 変 容 量 チ ャ ン バ （ ３ ８ ） の 外 周 側 は 、 径 方 向 を 向 く リ
ン グ （ ４ ０ ） 、 前 方 摩 擦 リ ン グ （ ６ ８ ） 及 び 後 方 摩 擦 リ ン グ （ ７ ０ ） に よ り 区 切 ら れ て い
る 。 前 方 摩 擦 リ ン グ （ ６ ８ ） は 、 リ ン グ （ ４ ０ ） と 壁 部 （ ３ ６ ） の 挾 持 面 （ ７ ２ ） と の 間
に 、 後 方 摩 擦 リ ン グ （ ７ ０ ） は 、 リ ン グ （ ４ ０ ） と ピ ス ト ン （ ５ ０ ） の 挾 持 面 （ ７ ４ ） と
の 間 に 、 そ れ ぞ れ 挾 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
各 摩 擦 デ ィ ス ク （ ６ ８ ） （ ７ ０ ） は 、 リ ン グ （ ４ ０ ） の 対 向 す る 面 と 、 壁 部 （ ３ ６ ） ま た
は ピ ス ト ン （ ５ ０ ） の う ち の 一 方 に 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
リ ン グ （ ４ ０ ） は 、 ロ ッ ク ア ッ プ ク ラ ッ チ （ １ ４ ） の 出 力 部 材 で あ り 、 図 １ に 示 す よ う に
、 ピ ス ト ン （ ５ ０ ） の 外 周 縁 （ ７ ６ ） を 越 え て 、 径 方 向 に 延 び て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
公 知 の 構 成 の よ う に 、 リ ン グ （ ４ ０ ） の 外 周 端 （ ７ ８ ） は 、 タ ー ビ ン 翼 車 （ １ ６ ） に 回 転
的 に 連 結 さ れ た 部 材 （ ８ ２ ） に お け る 軸 方 向 を 向 く 相 補 部 （ ８ ０ ） に 、 例 え ば 溶 接 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
本 発 明 の 範 囲 に お い て は 、 ロ ッ ク ア ッ プ ク ラ ッ チ （ １ ４ ） の 周 辺 に 、 例 え ば 周 方 向 に 作 用
す る ば ね を 備 え る 弾 性 制 動 装 置 を 設 け て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
図 １ に 示 す よ う に 、 ニ ー ド ル ス ラ ス ト ベ ア リ ン グ （ ８ ４ ） は 、 ス リ ー ブ （ ５ ２ ） の 径 方 向
を 向 く 環 状 の 後 面 （ ６ ４ ） と ハ ブ （ ３ ０ ） と の 間 に 軸 方 向 に 挿 入 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
よ り 詳 し く い う と 、 ニ ー ド ル ス ラ ス ト ベ ア リ ン グ （ ８ ４ ） は 、 ス リ ー ブ （ ５ ２ ） の 後 面 （
６ ４ ） と 、 ハ ブ （ ３ ０ ） の 径 方 向 外 周 側 へ 延 び 、 タ ー ビ ン 翼 車 （ １ ６ ） が 溶 接 さ れ た 径 方
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向 部 （ ８ ６ ） と の 間 に 挿 入 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
ニ ー ド ル ス ラ ス ト ベ ア リ ン グ （ ８ ４ ） の 前 方 リ ン グ は 、 径 方 向 外 周 側 へ 延 び 、 ピ ス ト ン （
５ ０ ） が 後 方 へ 軸 移 動 し た 時 に ス ラ ス ト リ ン グ と し て 作 用 す る リ ン グ 部 （ ８ ８ ） と な っ て
い る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
ロ ッ ク ア ッ プ ク ラ ッ チ （ １ ４ ） が 係 合 す る と 、 タ ー ビ ン 翼 車 （ １ ６ ） は 、 駆 動 シ ェ ル （ ２
６ ） の 壁 部 （ ３ ６ ） と 連 結 さ れ 、 タ ー ビ ン 翼 車 （ １ ６ ） と イ ン ペ ラ ー （ １ ８ ） と は 相 対 移
動 せ ず 、 ま た 、 滑 り 移 動 し た 場 合 に は 、 軸 方 向 に 係 合 し た ロ ッ ク ア ッ プ ク ラ ッ チ （ １ ４ ）
に よ り 、 滑 り 移 動 が 制 限 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
ロ ッ ク ア ッ プ ク ラ ッ チ （ １ ４ ） が 係 合 す る と 、 タ ー ビ ン 翼 車 （ １ ６ ） は 、 イ ン ペ ラ ー （ １
８ ） に よ り 回 転 駆 動 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
公 知 の よ う に 、 お お む ね 接 線 方 向 を 向 く 弾 性 舌 片 （ ９ ０ ） に よ り 軸 方 向 に 固 定 さ れ た ピ ス
ト ン （ ５ ０ ） は 、 壁 部 （ ３ ６ ） に 回 転 的 に 結 合 さ れ て い る 。 弾 性 舌 片 （ ９ ０ ） は 、 駆 動 部
材 で あ る 連 結 部 材 （ ９ ２ ） に 固 定 さ れ 、 そ れ に よ り 、 ピ ス ト ン （ ５ ０ ） は 、 壁 部 （ ３ ６ ）
に 回 転 的 に 連 結 さ れ 、 か つ 、 ス リ ー ブ （ ５ ２ ） の 外 周 面 （ ５ ８ ） に 沿 っ て 、 軸 方 向 に 滑 り
移 動 す る こ と に よ り 、 壁 部 （ ３ ６ ） に 対 し て 前 後 方 向 に 軸 移 動 で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
本 実 施 例 で は 、 簡 単 化 の た め に 、 「 舌 片 」 と い う 用 語 は 、 単 独 で 作 用 す る も の 、 あ る い は
従 来 で 公 知 の よ う に 、 簡 単 な 構 成 の 舌 片 を 積 層 し た も の を 指 す も の と す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
図 面 に 示 す 各 実 施 例 で は 、 弾 性 舌 片 （ ９ ０ ） は 、 接 線 方 向 を 向 き 、 一 端 が ピ ス ト ン （ ５ ０
） に 、 他 端 が 連 結 部 材 （ ９ ２ ） に リ ベ ッ ト 締 め さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
弾 性 舌 片 （ ９ ０ ） は 、 所 定 の 間 隔 で 円 周 方 向 に 、 例 え ば ６ つ 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
公 知 の 構 成 に よ れ ば 、 弾 性 舌 片 （ ９ ０ ） を 固 定 す る た め に 、 ピ ス ト ン （ ５ ０ ） を 壁 部 （ ３
６ ） へ 向 か っ て 局 部 的 に 変 形 で き る よ う に な っ て い る 。 こ の 変 形 に よ り 、 ピ ス ト ン （ ５ ０
） は 強 固 と な る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
本 発 明 は 、 ピ ス ト ン が 弾 性 舌 片 に よ り 連 結 さ れ て い る こ と に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 ま
た 、 駆 動 ま た は 連 結 部 材 を 、 例 え ば 止 め 金 具 と 協 働 さ せ る よ う に し て も よ い 。 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
図 面 か ら わ か る よ う に 、 連 結 部 材 （ ９ ２ ） は 、 お お む ね 径 方 向 を 向 く デ ィ ス ク で あ り 、 弾
性 舌 片 （ ９ ０ ） の 端 が 固 定 さ れ た ラ グ （ ９ ４ ） を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
連 結 部 材 （ ９ ２ ） の 外 周 側 に ラ グ （ ９ ４ ） を 設 け た こ と に よ り 、 ラ グ （ ９ ４ ） の 間 に 間 隙
が 設 け ら れ る 。 そ れ に よ り 、 弾 性 舌 片 （ ９ ０ ） を ピ ス ト ン （ ５ ０ ） に リ ベ ッ ト 締 め す る こ
と が で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
本 発 明 の 全 て の 実 施 例 に お い て 、 弾 性 舌 片 （ ９ ０ ） 及 び 連 結 部 材 （ ９ ２ ） は 、 ピ ス ト ン （
５ ０ ） と 壁 部 （ ３ ６ ） と の 間 、 す な わ ち 、 可 変 容 量 チ ャ ン バ （ ３ ８ ） 内 で 軸 方 向 に 設 け ら
れ て い る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
外 周 端 （ ７ ８ ） と 相 補 部 （ ８ ０ ） と が 係 合 し て い る の で 、 リ ン グ （ ４ ０ ） は 、 タ ー ビ ン 翼
車 （ １ ６ ） に 回 転 的 に 連 結 さ れ る が 、 ピ ス ト ン （ ５ ０ ） が 作 動 す る と 、 軸 方 向 に 挾 持 さ れ
う る よ う に 、 タ ー ビ ン 翼 車 （ １ ６ ） に 対 し て 軸 方 向 に 移 動 で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
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連 結 部 材 （ ９ ２ ） の 外 周 側 で 径 方 向 を 向 く ラ グ （ ９ ４ ） は 、 連 結 部 材 （ ９ ２ ） の 中 央 部 （
９ ６ ） か ら 軸 方 向 の 後 方 へ ず れ て い る 。 中 央 部 （ ９ ６ ） は 、 ス リ ー ブ （ ５ ２ ） と 、 壁 部 （
３ ６ ） の 内 周 部 の 軸 方 向 後 方 に あ る 環 状 面 （ ９ ８ ） と の 間 に 、 軸 方 向 に 挿 入 さ れ た 環 状 リ
ン グ 部 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
ラ グ （ ９ ４ ） は 、 中 央 部 （ ９ ６ ） と 一 体 を な す 円 錐 状 の 中 間 環 状 部 （ １ ０ ０ ） の 外 周 端 に
設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
図 １ の 実 施 例 に 示 す 本 発 明 の 特 徴 に よ れ ば 、 連 結 部 材 （ ９ ２ ） の 中 央 部 （ ９ ６ ） は 、 壁 部
（ ３ ６ ） に 溶 接 さ れ 、 ス リ ー ブ （ ５ ２ ） は 、 連 結 部 材 （ ９ ２ ） の 中 央 部 （ ９ ６ ） に 溶 接 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
よ り 詳 し く 言 う と 、 ス リ ー ブ （ ５ ２ ） の 径 方 向 を 向 く 環 状 の 前 面 （ ６ ２ ） は 、 連 結 部 材 （
９ ２ ） の 中 央 部 （ ９ ６ ） の 径 方 向 を 向 く 後 面 （ １ ０ ２ ） に 溶 接 さ れ 、 中 央 部 （ ９ ６ ） の 径
方 向 を 向 く 前 面 （ １ ０ ４ ） は 、 壁 部 （ ３ ６ ） の 環 状 面 （ ９ ８ ） に 溶 接 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
よ り 詳 し く 言 う と 、 前 記 環 状 面 （ ９ ８ ） は 、 所 定 の 間 隔 で 円 周 方 向 に 設 け ら れ て 、 内 周 側
に 延 び る 一 連 の ボ ス （ １ ０ ６ ） を 備 え て い る 。 ボ ス （ １ ０ ６ ） は 、 後 面 が 溶 接 さ れ た 中 央
部 （ ９ ６ ） と と も に 、 可 変 容 量 チ ャ ン バ （ ３ ８ ） 内 へ 油 圧 油 を 供 給 す る た め に 、 可 変 容 量
チ ャ ン バ （ ３ ８ ） を ア ッ セ ン ブ リ の 内 部 と 連 通 さ せ る お お む ね 径 方 向 を 向 く 複 数 の 通 路 を
、 ボ ス （ １ ０ ６ ） の 間 、 及 び 、 中 央 部 （ ９ ６ ） と 壁 部 （ ３ ６ ） と の 間 に 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
中 央 部 （ ９ ６ ） は 、 例 え ば 、 蓄 放 電 抵 抗 溶 接 に よ り 、 ス リ ー ブ （ ５ ２ ） に 対 し て 直 交 し て
溶 接 さ れ る 。 ま た 、 壁 部 （ ３ ６ ） を 介 し て 、 す か し て 溶 接 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
溶 接 ま た は 接 着 に よ り 固 定 さ れ る 領 域 は 、 ピ ス ト ン （ ５ ０ ） の 径 方 向 の 内 方 、 す な わ ち 、
図 １ に お い て 、 ピ ス ト ン （ ５ ０ ） の 内 周 縁 （ ５ ４ ） の 下 側 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
従 っ て 、 連 続 面 と な っ て い る 壁 部 （ ３ ６ ） を 加 工 す る こ と な く 、 連 結 部 材 （ ９ ２ ） の 中 央
部 （ ９ ６ ） に ス リ ー ブ （ ５ ２ ） を 固 定 す る こ と に よ り 、 ス リ ー ブ （ ５ ２ ） を 径 方 向 に セ ン
タ リ ン グ し て 軸 向 き に 固 定 で き る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
部 材 は 、 次 の よ う に し て 組 み 立 て ら れ る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
弾 性 舌 片 （ ９ ０ ） を リ ベ ッ ト 締 め す る こ と に よ り 、 連 結 部 材 （ ９ ２ ） を ピ ス ト ン （ ５ ０ ）
に 組 み 付 け る 。 次 に 、 連 結 部 材 （ ９ ２ ） の 中 央 部 （ ９ ６ ） に 対 し て 、 ス リ ー ブ （ ５ ２ ） を
セ ン タ リ ン グ し て 固 定 す る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
ス リ ー ブ （ ５ ２ ） 、 ピ ス ト ン （ ５ ０ ） 、 弾 性 舌 片 （ ９ ０ ） 、 連 結 部 材 （ ９ ２ ） 及 び リ ン グ
（ ４ ０ ） か ら な る サ ブ ア ッ セ ン ブ リ を 、 前 方 の 駆 動 シ ェ ル （ ２ ６ ） に 軸 方 向 に 取 り 付 け 、
連 結 部 材 （ ９ ２ ） を 固 定 し 、 駆 動 シ ェ ル （ ２ ６ ） の 壁 部 （ ３ ６ ） に 回 転 的 に 連 結 す る よ う
に 溶 接 し て 、 組 立 て 完 了 と な る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
ス リ ー ブ （ ５ ２ ） 、 中 央 部 （ ９ ６ ） が 連 設 さ れ た 連 結 部 材 （ ９ ２ ） 、 及 び 中 央 部 が 簡 単 な
構 成 と な っ て い る 壁 部 （ ３ ６ ） を 有 す る 駆 動 シ ェ ル （ ２ ６ ） か ら な る ３ つ の 部 材 の 簡 略 化
さ れ た 構 造 の 他 に 、 本 発 明 に よ る 構 造 で は 、 ス リ ー ブ （ ５ ２ ） と 壁 部 （ ３ ６ ） と の 間 に 軸
方 向 に 挿 入 さ れ た 中 央 部 （ ９ ６ ） の た め に 、 や や 厚 み が あ る が 、 軸 方 向 に 関 し て は 、 寸 法
が 小 さ く な っ て い る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
ま た 、 ス リ ー ブ （ ５ ２ ） 、 ピ ス ト ン （ ５ ０ ） 及 び 連 結 部 材 （ ９ ２ ） か ら な る サ ブ ア ッ セ ン

10

20

30

40

50

(9) JP 2004-502103 A 2004.1.22



ブ リ は 、 組 み 立 て が 容 易 で 、 か つ 、 リ ン グ （ ４ ０ ） が ピ ス ト ン （ ５ ０ ） と 駆 動 シ ェ ル （ ２
６ ） と の 間 に 挿 入 さ れ て 、 最 終 的 に 溶 接 さ れ る 前 、 及 び 、 ２ つ の シ ェ ル （ ２ ４ ） （ ２ ６ ）
が 溶 接 さ れ て 、 ハ ウ ジ ン グ （ １ ０ ） が 最 終 的 に 組 み 立 て ら れ る 前 に 、 駆 動 シ ェ ル （ ２ ６ ）
に 対 し て 径 方 向 に セ ン タ リ ン グ さ せ て 位 置 さ せ る こ と が 容 易 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
ス リ ー ブ （ ５ ２ ） と 連 結 部 材 （ ９ ２ ） と の 間 、 及 び 連 結 部 材 （ ９ ２ ） と 壁 部 （ ３ ６ ） と の
間 を 、 上 述 し た よ う に 溶 接 す る 代 わ り に 、 接 着 し て も よ い 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
図 １ か ら わ か る よ う に 、 連 結 部 材 （ ９ ２ ） の 中 央 部 （ ９ ６ ） は 、 ス リ ー ブ （ ５ ２ ） 及 び 壁
部 （ ３ ６ ） に 固 定 さ れ た 連 結 領 域 か ら 、 径 方 向 内 周 側 へ 延 び て お り 、 連 結 部 材 （ ９ ２ ） の
中 央 孔 は 、 可 変 容 量 チ ャ ン バ （ ３ ８ ） に 対 す る 油 の 流 量 や 油 圧 を 制 御 す る よ う に 、 調 整 可
能 な 油 供 給 孔 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
図 ２ ～ 図 １ ６ に 示 す 他 の 実 施 例 を 、 図 １ の 第 １ の 実 施 例 と 比 較 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
図 ２ 及 び 図 ３ に 示 す 第 ２ の 実 施 例 で は 、 油 圧 油 が 流 れ る 径 方 向 の 流 路 が 変 更 さ れ て い る だ
け で あ る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
す な わ ち 、 壁 部 （ ３ ６ ） の 環 状 面 （ ９ ８ ） は 、 滑 ら か で あ り 、 図 １ の ボ ス （ １ ０ ６ ） を 有
し て い な い 。 図 ３ か ら わ か る よ う に 、 径 方 向 の 流 路 は 、 連 結 部 材 （ ９ ２ ） の 中 央 部 （ ９ ６
） に 形 成 さ れ 、 円 周 方 向 に 所 定 の 間 隔 で 離 れ た 流 路 孔 （ １ ０ ８ ） と な っ て い る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
ス リ ー ブ （ ５ ２ ） と 中 央 部 （ ９ ６ ） と の 間 、 及 び 中 央 部 （ ９ ６ ） と 壁 部 （ ３ ６ ） と の 間 の
溶 接 ま た は 接 着 領 域 は 、 中 央 部 （ ９ ６ ） の 流 路 孔 （ １ ０ ８ ） の 間 に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
図 ４ ～ 図 ６ に 示 す 第 ３ の 実 施 例 で は 、 連 結 部 材 （ ９ ２ ） の 中 央 部 （ ９ ６ ） は 、 シ ー ミ ン グ
に よ り 、 ス リ ー ブ （ ５ ２ ） に 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
そ の た め 、 ス リ ー ブ （ ５ ２ ） の 前 面 （ ６ ２ ） に は 、 連 結 部 材 （ ９ ２ ） の 中 央 部 （ ９ ６ ） の
相 補 的 な ラ グ （ ９ ７ ） が 嵌 合 さ れ る 凹 部 ま た は 開 口 部 （ ６ ３ ） が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
開 口 部 （ ６ ３ ） の 縁 に あ る シ ー ム 部 （ １ １ ２ ） は 、 連 結 部 材 （ ９ ２ ） を ス リ ー ブ （ ５ ２ ）
に 、 軸 方 向 及 び 周 方 向 に 固 定 す る よ う に 、 機 械 的 に つ ぶ さ れ て い る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
図 ６ か ら わ か る よ う に 、 開 口 部 （ ６ ３ ） の 軸 方 向 の 深 さ は 、 弾 性 舌 片 （ ９ ０ ） の 軸 方 向 の
厚 さ よ り も 大 と な っ て お り 、 油 圧 油 が 流 れ る 孔 ま た は 流 路 （ １ １ ０ ） が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
図 ６ に は 、 シ ー ム 部 （ １ １ ２ ） を 示 し て あ る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
ま た 、 図 ４ か ら わ か る よ う に 、 ス リ ー ブ （ ５ ２ ） 、 ピ ス ト ン （ ５ ０ ） 及 び 連 結 部 材 （ ９ ２
） か ら な る ア ッ セ ン ブ リ は 、 壁 部 （ ３ ６ ） の 内 周 環 状 面 （ ９ ８ ） と 直 接 接 触 し て い る 前 面
（ ６ ２ ） を 溶 接 す る こ と に よ り 、 最 終 的 に 溶 接 ま た は 接 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
図 ７ 及 び 図 ８ に 示 す 第 ４ の 実 施 例 は 、 油 圧 油 の 流 路 孔 （ １ ０ ８ ） が 形 成 さ れ た 連 結 部 材 （
９ ２ ） の 中 央 部 （ ９ ６ ） の 構 造 に 関 し て 、 第 ２ の 実 施 例 と お お む ね 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
ま た 、 連 結 部 材 （ ９ ２ ） の 中 央 部 （ ９ ６ ） は 、 シ ー ミ ン グ に よ り 、 ス リ ー ブ （ ５ ２ ） に 軸
方 向 に 回 転 的 に 連 結 す る よ う に 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
そ の た め 、 ス リ ー ブ （ ５ ２ ） は 、 径 方 向 を 向 く 内 周 部 （ １ １ ４ ） を 備 え て い る 。 内 周 部 （
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１ １ ４ ） は 、 前 面 （ ６ ２ ） と と も に 、 中 央 部 （ ９ ６ ） の た め の 保 持 部 を 形 成 し て い る 。 中
央 部 （ ９ ６ ） の 端 部 （ １ １ ６ ） に は 、 中 央 部 （ ９ ６ ） を 保 持 す る 面 を な す 円 筒 状 の 外 周 面
（ １ １ ８ ） に 形 成 さ れ た ス プ ラ イ ン と 相 補 的 な ス プ ラ イ ン が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
こ の よ う に 、 ス リ ー ブ （ ５ ２ ） は 、 連 結 部 材 （ ９ ２ ） と 回 転 的 に 連 結 さ れ 、 か つ 、 シ ー ム
部 （ １ １ ２ ） に よ り 、 軸 方 向 に 取 り 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
図 ９ 及 び 図 １ ０ に 示 す 第 ５ の 実 施 例 は 、 連 結 部 材 （ ９ ２ ） の 中 央 部 （ ９ ６ ） を 軸 方 向 に 固
定 し 、 ス リ ー ブ （ ５ ２ ） の 内 周 部 （ １ １ ４ ） と 回 転 結 合 さ せ る 手 段 を 有 し て い る と い う 点
を 除 い て 、 第 ４ の 実 施 例 と 類 似 し て い る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
す な わ ち 、 中 央 部 （ ９ ６ ） は 、 前 方 か ら 後 方 へ 、 す な わ ち 、 図 ９ の 右 側 か ら 左 側 へ 、 前 面
（ ６ ４ ） と 外 周 面 （ １ １ ８ ） と に よ り 形 成 さ れ た 保 持 部 に 弾 性 的 に 挿 入 さ れ て い る 。 図 １
０ か ら わ か る よ う に 、 中 央 部 （ ９ ６ ） は 、 所 定 の 間 隔 で 円 周 方 向 に 離 れ 、 面 取 り さ れ た 弾
性 的 で 変 形 可 能 な フ ッ ク （ １ ２ ０ ） に よ り 係 止 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
図 ７ 及 び 図 ８ に 示 す ス プ ラ イ ン に よ り 、 ま た は 中 央 部 （ ９ ６ ） の シ ー ム 部 （ １ １ ２ ） に 形
成 さ れ て 、 フ ッ ク （ １ ２ ０ ） を 受 け る ノ ッ チ に よ り 、 回 転 連 結 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
図 １ １ 及 び 図 １ ２ に 示 す 第 ６ の 実 施 例 は 、 接 線 方 向 を 向 く 弾 性 舌 片 （ ９ ０ ） が 、 好 ま し く
は 、 上 述 し た 実 施 例 よ り も 薄 い 板 金 で 形 成 さ れ た 連 結 部 材 （ ９ ２ ） と 一 体 化 さ れ て い る と
い う 点 を 除 い て 、 第 １ の 実 施 例 と 類 似 し て い る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
ま た 、 第 １ の 実 施 例 で 示 し た の と 同 様 、 溶 接 や 接 着 に よ り 、 ス リ ー ブ （ ５ ２ ） 、 連 結 部 材
（ ９ ２ ） の 中 央 部 （ ９ ６ ） 、 壁 部 （ ３ ６ ） が 互 い に 固 定 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
図 １ ３ 及 び 図 １ ４ に 示 す 第 ７ の 実 施 例 は 、 第 ６ の 実 施 例 と 組 み 合 わ せ た も の で あ る 。 弾 性
舌 片 （ ９ ０ ） は 、 連 結 部 材 （ ９ ２ ） と 一 体 化 さ れ て い る 。 第 ３ の 実 施 例 で は 、 ス リ ー ブ （
５ ２ ） 及 び 連 結 部 材 （ ９ ２ ） の 中 央 部 （ ９ ６ ） は 、 開 口 部 （ ６ ３ ） に 嵌 合 さ れ た ラ グ に よ
り 固 定 さ れ て い る が 、 本 実 施 例 で は 、 シ ー ム 部 （ １ １ ２ ） で は な く 、 溶 接 ま た は 接 着 に よ
り 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
図 １ ５ 及 び 図 １ ６ に 示 す 第 ８ の 実 施 例 は 、 第 ７ の 実 施 例 と 類 似 し て お り 、 弾 性 舌 片 （ ９ ０
） は 、 ス リ ー ブ （ ５ ２ ） の ヘ ッ ド ま た は す え 込 ボ ス （ １ ２ ４ ） に よ り 、 所 定 位 置 で シ ー ミ
ン グ さ れ て い る 。 す え 込 ボ ス （ １ ２ ４ ） は 、 連 結 部 材 （ ９ ２ ） の 中 央 部 （ ９ ６ ） の 舌 片 に
形 成 さ れ た 相 補 的 な 孔 （ １ ２ ６ ） に 嵌 合 さ れ 、 リ ベ ッ ト 頭 と 同 様 に 膨 径 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
図 １ ７ に 示 す 第 ９ の 実 施 例 は 、 ス リ ー ブ （ ５ ２ ） が 連 結 部 材 （ ９ ２ ） と 一 体 化 さ れ て い る
と い う 点 で 、 上 述 し た 全 て の 実 施 例 と は 異 な っ て い る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
よ り 詳 し く 言 う と 、 図 １ に 示 す 第 １ の 実 施 例 と 同 様 に 、 壁 部 （ ３ ６ ） に 溶 接 ま た は 接 着 さ
れ た 連 結 部 材 （ ９ ２ ） の 中 央 部 （ ９ ６ ） は 、 ス リ ー ブ （ ５ ２ ） の 本 体 を 構 成 す る 環 状 の 軸
方 向 部 に よ っ て 、 後 方 へ 向 か っ て 延 び て い る 。 ス リ ー ブ （ ５ ２ ） の 径 方 向 の 肉 厚 は 、 上 述
し た 実 施 例 の も の よ り も か な り 薄 く な っ て い る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
こ の よ う に 、 第 ９ の 実 施 例 で は 、 製 造 、 機 械 加 工 及 び 組 み 立 て 工 程 の い く つ か を 省 け る の
で 、 流 体 連 結 装 置 の 構 造 を 簡 略 化 で き る と い う 利 点 を 有 し て い る 。
【 ０ １ ０ １ 】
図 １ ８ に 示 す 第 １ ０ の 実 施 例 は 、 ス リ ー ブ （ ５ ２ ） が 連 結 部 材 （ ９ ２ ） と 一 体 化 さ れ て い
る と い う 点 で 、 第 ９ の 実 施 例 と 類 似 し て い る 。
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【 ０ １ ０ ２ 】
中 央 部 （ ９ ６ ） は 、 後 方 へ 向 か っ て 延 び る 、 図 １ ７ と 同 様 な 軸 方 向 部 （ ５ ２ ａ ） 、 軸 （ Ｘ
－ Ｘ ） 方 向 へ 向 か っ て 延 び る 径 方 向 部 （ ５ ２ ｂ ） 、 及 び 前 方 へ 向 か っ て 延 び る 軸 方 向 部 （
５ ２ ｃ ） に よ り 形 成 さ れ て い る 。 軸 方 向 部 （ ５ ２ ｃ ） は 、 軸 方 向 部 （ ５ ２ ａ ） よ り も 短 く
な っ て お り 、 可 変 容 量 チ ャ ン バ （ ３ ８ ） に 油 を 流 す こ と が で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
こ の よ う に 、 図 １ に 示 す よ う な 別 個 の 部 材 か ら な る 一 体 型 の ス リ ー ブ （ ５ ２ ） と 同 様 の 寸
法 と し て 、 中 央 の ス リ ー ブ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ １ ０ ４ 】
第 ９ の 実 施 例 と 同 様 に 、 連 結 部 材 （ ９ ２ ） の 中 央 部 （ ９ ６ ） の み が 、 ボ ス （ １ ０ ６ ） を 有
す る 壁 部 （ ３ ６ ） の ラ グ （ ９ ４ ） に 溶 接 ま た は 接 着 さ れ て い る 。 溶 接 さ れ た 領 域 は 、 上 述
し た 一 連 の 実 施 例 と 比 べ て 、 よ り 径 方 向 の 遠 く に 位 置 し 、 ピ ス ト ン （ ５ ０ ） の 内 周 縁 （ ５
４ ） と 並 ん で 、 ま た は そ の 外 側 に 位 置 し て い る 。
【 ０ １ ０ ５ 】
図 １ ９ に 示 す 第 １ １ の 実 施 例 は 、 軸 方 向 部 （ ５ ２ ｃ ） が 、 軸 方 向 前 方 に さ ら に 延 び て い る
と い う 点 を 除 い て 、 第 １ ０ の 実 施 例 と 類 似 し て い る 。 そ れ に よ り 、 軸 方 向 部 （ ５ ２ ｃ ） は
、 軸 方 向 を 向 く 内 周 側 環 状 面 （ ６ ２ ｃ ） と 溶 接 ま た は 接 着 さ れ て お り 、 ス リ ー ブ （ ５ ２ ）
と 壁 部 （ ３ ６ ） が 、 よ り 強 固 に 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ １ ０ ６ 】
そ の た め 、 孔 （ １ ２ ６ ） は 、 軸 方 向 部 （ ５ ２ ｃ ） に 形 成 さ れ て お り 、 油 が 流 れ る よ う に な
っ て い る 。
【 ０ １ ０ ７ 】
図 ２ ０ に 示 す 第 １ ２ の 実 施 例 で は 、 連 結 部 材 （ ９ ２ ） の 中 央 部 （ ９ ６ ） は 、 一 体 化 さ れ た
ス リ ー ブ （ ５ ２ ） を な す よ う に 、 後 方 へ 延 び る 軸 方 向 部 を 有 し て い る と い う 点 で 、 図 １ ７
の 第 ９ の 実 施 例 と 類 似 し て い る 。
【 ０ １ ０ ８ 】
し か し な が ら 、 図 １ ７ と 図 ２ ０ と を 比 較 す る と 、 第 １ ２ の 実 施 例 で は 、 ス リ ー ブ （ ５ ２ ）
の 円 筒 状 の 外 周 面 （ ５ ８ ） と ピ ス ト ン （ ５ ０ ） の 軸 方 向 を 向 く 内 周 縁 （ ５ ４ ） と の 間 に 、
ハ ブ （ ３ ０ ） の 前 方 部 （ ３ １ ） が 挿 入 さ れ て い る 。 ま た 、 ス リ ー ブ 軸 受 （ ６ ６ ） が 、 ス リ
ー ブ （ ５ ２ ） と ハ ブ （ ３ ０ ） の 前 方 部 （ ３ １ ） と の 間 に 挿 入 さ れ 、 ピ ス ト ン （ ５ ０ ） の 内
周 縁 （ ５ ４ ） は 、 前 方 部 （ ３ １ ） の 外 周 面 （ ３ ３ ） に 形 成 さ れ た 凹 部 を 、 シ ー ル 状 態 で 滑
り 移 動 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ １ ０ ９ 】
本 発 明 は 、 上 述 し た 実 施 例 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ １ １ ０ 】
上 述 し た よ う に 、 種 々 の 固 定 に 関 し て 、 特 に 、 ス リ ー ブ （ ５ ２ ） 、 連 結 部 材 （ ９ ２ ） の 中
央 部 （ ９ ６ ） 、 駆 動 シ ェ ル （ ２ ６ ） の 壁 部 （ ３ ６ ） か ら な る 主 要 部 材 を 、 溶 接 、 接 着 、 シ
ー ミ ン グ 等 を 組 み 合 わ せ て 連 結 固 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ １ １ 】
上 述 し た 説 明 に お い て 、 連 結 部 材 （ ９ ２ ） は 、 環 状 デ ィ ス ク 、 す な わ ち 、 お お む ね 環 状 の
連 続 面 と な っ て い る 。 し か し な が ら 、 本 発 明 は 上 述 し た よ う な 構 成 に 限 定 さ れ る も の で は
な い 。 ま た 、 本 発 明 の 範 囲 内 か ら 逸 脱 す る こ と な く 、 連 結 さ れ う る 軸 方 向 を 向 く ア ー ム に
よ り 連 結 部 材 を 構 成 す る こ と も で き る 。 そ の 場 合 、 種 々 の 部 材 を 連 結 す る ア ー ム は 、 環 状
デ ィ ス ク の 連 結 部 材 と 同 様 に 機 能 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】
本 発 明 の 第 １ の 実 施 例 に よ る 流 体 連 結 装 置 の 主 要 部 材 の 軸 線 半 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】
第 ２ の 実 施 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】
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図 ２ の Ｆ ３ 矢 の 方 向 か ら 見 た 破 断 線 図 で あ り 、 ス リ ー ブ と 、 舌 片 が 固 定 さ れ る 連 結 部 材 と
を 示 し て い る 。
【 図 ４ 】
第 ３ の 実 施 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】
第 ３ の 実 施 例 を 示 す 破 断 線 図 で あ る 。
【 図 ６ 】
図 ４ の ６ － ６ 線 に お け る 部 分 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ７ 】
第 ４ の 実 施 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】
第 ４ の 実 施 例 を 示 す 破 断 線 図 で あ る 。
【 図 ９ 】
第 ５ の 実 施 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】
第 ５ の 実 施 例 を 示 す 破 断 線 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】
第 ６ の 実 施 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】
第 ６ の 実 施 例 を 示 す 破 断 線 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】
第 ７ の 実 施 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】
第 ７ の 実 施 例 を 示 す 破 断 線 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】
第 ８ の 実 施 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】
第 ８ の 実 施 例 を 示 す 破 断 線 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】
連 結 部 材 と ス リ ー ブ と が 一 体 化 さ れ た 第 ９ の 実 施 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】
連 結 部 材 と ス リ ー ブ と が 一 体 化 さ れ た 第 １ ０ の 実 施 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ９ 】
連 結 部 材 と ス リ ー ブ と が 一 体 化 さ れ た 第 １ １ の 実 施 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ０ 】
連 結 部 材 と ス リ ー ブ と が 一 体 化 さ れ た 第 １ ２ の 実 施 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０       ハ ウ ジ ン グ
１ ２       ト ル ク コ ン バ ー タ
１ ４       ロ ッ ク ア ッ プ ク ラ ッ チ
１ ６       タ ー ビ ン 翼 車
１ ８       イ ン ペ ラ ー
２ ０       反 動 ス テ ー タ ー
２ ２       ブ レ ー ド
２ ４       ハ ー フ シ ェ ル
２ ６       駆 動 シ ェ ル
２ ８       ブ レ ー ド
３ ０       ハ ブ
３ １       前 方 部
３ ２       ス プ ラ イ ン
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３ ４       内 周 部
３ ６       壁 部
３ ８       可 変 容 量 チ ャ ン バ
４ ０       デ ィ ス ク
４ ２ 、 ４ ４   環 状 フ ラ ン ジ
４ ６       溶 接 シ ー ム
４ ８       連 結 部
５ ０       ピ ス ト ン
５ ２       ス リ ー ブ
５ ２ ａ     軸 方 向 部
５ ２ ｂ     径 方 向 部
５ ２ ｃ     軸 方 向 部
５ ４       内 周 縁
５ ６       シ ー ル リ ン グ
５ ８       外 周 面
６ ０       内 周 面
６ ２       前 面
６ ２ ｃ     内 周 側 環 状 面
６ ３       開 口 部
６ ４       後 面
６ ６       ス リ ー ブ 軸 受
６ ８       前 方 摩 擦 リ ン グ
７ ０       後 方 摩 擦 リ ン グ
７ ２ 、 ７ ４   挾 持 面
７ ６       外 周 縁
７ ８       外 周 端
８ ０       相 補 部
８ ２       部 材
８ ４       ニ ー ド ル ス ラ ス ト ベ ア リ ン グ
８ ６       径 方 向 部
８ ８       リ ン グ 部
９ ０       弾 性 舌 片
９ ２       連 結 部 材
９ ４       ラ グ
９ ６       中 央 部
９ ７       ラ グ
９ ８       環 状 面
１ ０ ０     中 間 環 状 部
１ ０ ２     後 面
１ ０ ４     前 面
１ ０ ６     ボ ス
１ ０ ８     流 路 孔
１ １ ０     流 路
１ １ ２     シ ー ム 部
１ １ ４     内 周 部
１ １ ６     端 部
１ １ ８     外 周 面
１ ２ ０     フ ッ ク
１ ２ ４     す え 込 ボ ス
１ ２ ６     孔
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【 国 際 公 開 パ ン フ レ ッ ト 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(15) JP 2004-502103 A 2004.1.22



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(16) JP 2004-502103 A 2004.1.22



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(17) JP 2004-502103 A 2004.1.22



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(18) JP 2004-502103 A 2004.1.22



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(19) JP 2004-502103 A 2004.1.22



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(20) JP 2004-502103 A 2004.1.22



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(21) JP 2004-502103 A 2004.1.22



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(22) JP 2004-502103 A 2004.1.22



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(23) JP 2004-502103 A 2004.1.22



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(24) JP 2004-502103 A 2004.1.22



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(25) JP 2004-502103 A 2004.1.22



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(26) JP 2004-502103 A 2004.1.22



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(27) JP 2004-502103 A 2004.1.22



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(28) JP 2004-502103 A 2004.1.22



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(29) JP 2004-502103 A 2004.1.22



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(30) JP 2004-502103 A 2004.1.22



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(31) JP 2004-502103 A 2004.1.22



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(32) JP 2004-502103 A 2004.1.22



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(33) JP 2004-502103 A 2004.1.22



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(34) JP 2004-502103 A 2004.1.22



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(35) JP 2004-502103 A 2004.1.22



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(36) JP 2004-502103 A 2004.1.22



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(37) JP 2004-502103 A 2004.1.22



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(38) JP 2004-502103 A 2004.1.22



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(39) JP 2004-502103 A 2004.1.22



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(40) JP 2004-502103 A 2004.1.22



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(41) JP 2004-502103 A 2004.1.22



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(42) JP 2004-502103 A 2004.1.22



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(43) JP 2004-502103 A 2004.1.22



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(44) JP 2004-502103 A 2004.1.22



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(45) JP 2004-502103 A 2004.1.22



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(46) JP 2004-502103 A 2004.1.22



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(47) JP 2004-502103 A 2004.1.22



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(48) JP 2004-502103 A 2004.1.22



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(49) JP 2004-502103 A 2004.1.22



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(50) JP 2004-502103 A 2004.1.22



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(51) JP 2004-502103 A 2004.1.22



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(52) JP 2004-502103 A 2004.1.22



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(53) JP 2004-502103 A 2004.1.22



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(54) JP 2004-502103 A 2004.1.22



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(55) JP 2004-502103 A 2004.1.22



【 国 際 調 査 報 告 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(56) JP 2004-502103 A 2004.1.22



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(57) JP 2004-502103 A 2004.1.22



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(58) JP 2004-502103 A 2004.1.22



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(59) JP 2004-502103 A 2004.1.22



フロントページの続き

(72)発明者  アレクサンドル　ドゥプラエテ
            フランス国　エフ－８００００　アミアン　リュ　レオン　ブルム　１９
(72)発明者  ダニエル　サトンヌ
            フランス国　エフ－８００００　アミアン　リュ　デ　マジョ　１５
(72)発明者  ノルベル　テルメノン
            フランス国　エフ－８００００　アミアン　リュ　トゥルパン　２

(60) JP 2004-502103 A 2004.1.22


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	international-document-image-group
	search-report
	overflow

